
〇環境と生活について

・「県の消費者センター」や「市町村の消費生活センター」
の認知度（環境生活部くらし安全推進課）
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・名前を聞いたことがある県民の割合は、全体の７割を
超えていることが分かった一方、消費者センター等の
業務内容まで知っている県民の割合は、１割台半ばに
留まっていることも分かった。

・そのため、千葉県公式ＬＩＮＥやチーバくんエックス、
ラジオＣＭなど様々な広報媒体を活用し、業務内容の
周知を図ることにより、県民に身近な相談窓口となる
よう広報活動を行った。

・第３次千葉県消費生活基本計画(計画期間：令和元年
度～５年度)の進捗状況を把握する資料とし、消費
者行政審議会において審議予定。

・次期計画の指標項目の策定の資料等として活用してい
る。

令和４年度 第６３回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和5年1月公表） （令和6年1月時点）

(n=1,591)

14.8 57.2 27.6 

0.4 

(%)

名前は聞いたことがあるが、

業務内容までは知らない

名前も業務内容も

知っている

無回答

72.0

名前も業務内容も

知らない

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

１



〇公金のキャッシュレス化の推進について
（出納局）

・公金の納付に当たり不便と感じることの有無

・キャッシュレス決済を導入すべきだと思う場面
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(n=1,591)

22.9 55.7 19.4 

1.9 

(%)

不便に感じることがない
不便に感じる

ことがある 無回答わからない

・特に納付書・納入通知書による支払いに不便を感じて
いる県民がいることが分かった。

・県民の利便性の向上のため、対面窓口、電子申請及び
納付書等の納付手続において、キャッシュレス決済を
導入することとした。

＜導入した主なキャッシュレス決済の手段＞
・行政財産使用料等（一部）

令和5年3月からPay-easy（ペイジー）決済が可能
※令和6年3月からクレジットカード、スマホ決済アプリ
も使用可能となる予定

・県立高校の入学検査料（一部の県立学校）

令和5年度入試からPay-easy（ペイジー）決済が可能
令和6年度入試からクレジットカード払いが可能

・美術館・博物館等の入館料
令和5年10月から電子マネー、クレジットカード、スマホ
決済アプリが使用可能

・運転免許関係手数料
令和5年12月から電子マネー、クレジットカード、スマホ
決済アプリが使用可能

令和４年度 第６３回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和5年1月公表） （令和6年1月時点）

(n=365)

9.0 77.0 7.9 

3.3 2.7 

(%)

その他

無回答

美術館や博物館の入館料など、

窓口での支払い
県からの納付書・納入通知書

による使用料・手数料の支払い

県立学校の出願にかかる入学検査料など、

インターネットでの申込に係る使用料・手数料の支払い

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

２



〇生涯学習について（教育庁教育振興部生涯学習課）

・今後学習したいと思うこと ・学習する上で困っていること
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新しい時代に合った生涯学習社会の実現
を図るため、令和５年５月に策定した
「千葉県生涯学習推進方針」に調査結果
を記載した。

＜調査結果の記載について＞
・県民の学習需要の基礎資料として記載

（４ページ）
・生涯学習を行うにあたっての課題の

基礎資料として掲載
（６ページ）

令和４年度 第６３回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和5年1月公表） （令和6年1月時点）

（n=1,591）

自分の人生を豊かにするための学習

（趣味や教養的なもの）

健康の維持・増進に役立つ学習

（健康法、医学、栄養、ジョギング

など）

家庭や日常の生活に役立つ学習

（子育て、料理、編み物など）

仕事や就職の上で役立つ学習

（専門的知識や実践的技術）

仕事や就職の上で役立つ学習

（ビジネス基礎や様々な業種の

基礎的知識）

地域や社会での活動に役立つ学習

（学習の指導者やボランティア

など）

その他

学習したいとは思わない

無回答

63.2 

47.1 

24.2 

20.0 

16.5 

11.1 

2.1 

11.4 

1.7 

0 20 40 60 80（%）
（n=1,382）

仕事が忙しくて時間がない

きっかけがつかめない

学習するための費用がかかる

学習したいことを身近で学習する場が

ない

学習するのに必要な情報（内容・時間・

場所・費用など）が入手できない

家事・育児・介護などが忙しくて時間が

ない

講座などの時間帯が希望に合わない

何を学習したらよいかわからない

一緒に学習する仲間がいない

学習しても職場や社会で評価されない

その他

特に困っていない（必要がない）

無回答

33.4 

26.0 

23.7 

21.3 

20.0 

16.5 

15.6 

9.2 

8.4 

3.5 

2.2 

8.2 

8.9 

0 10 20 30 40（%）

＜参考＞千葉県ホームページ
「千葉県生涯学習推進方針」

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

３

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shougaku/suishinhoushin/documents/suishinhoushin.pdf


〇ＳＤＧｓ等について

・ＳＤＧｓの言葉の認知度（総合企画部政策企画課）
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・県民のＳＤＧｓの認知度を把握し、県民や企業、団体
等へ広く普及啓発を図る上で活用した。

・チーバくんのデザインによるＳＤＧｓシンボルマーク
を活用した普及啓発を行うとともに、ちばＳＤＧｓ
パートナー登録制度により県内企業等における自発的
な取組を推進した。

・ＳＤＧｓを推進していくためには、企業や団体、県民
一人ひとりが身近なものとして捉え、できることから
取り組んでいただくことが重要であることから、引き
続き、普及啓発等を通じて、SDGs推進の意義が広く
理解されるよう取り組んでいく。

令和４年度 第６３回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和5年1月公表） （令和6年1月時点）

(n=1,591)

19.7 39.0 24.8 15.6 

0.8 

(%)

意味を大体知っている

言葉を聞いたことはあるが、

意味は知らない
言葉を知らない

意味をよく知っている

無回答

58.8 (51.5)

注）（ ）書きは、令和３年度の調査結果を示している。

＜参考＞千葉県ホームページ
「ちばSDGsパートナー登録制度」

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

４

https://www.pref.chiba.lg.jp/seisaku/sdgs/sdgs-touroku.html

